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相模線沿線地域の現況

2

◆ 夜間人口については、平成２２年時点では微増傾向だが、全国的な人口動向により
平成２７～３２年をピークに減少に転じ、平成５２年には、平成２２年の約９割と推計。
◆ 沿線５市町計の高齢化率は、平成２２年時点では約２０％だが、平成４２年には約
３０％、３０年後の平成５２年には約３５％に達し、全国的な動向により割合が上がると
予測。
◆ 従業人口については、ほぼ横ばい。

相模線沿線5市町　従業人口伸び率
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プログラム Ｐ3～5

相模線沿線５市町　夜間人口伸び率
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交通の現況
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◆ 鉄道は、相模線が県北から湘南地域を縦断するほか、東京都心へアクセスするＪＲ
東海道本線、小田急小田原線、京王相模原線、横浜都心へアクセスする相鉄本線、ＪＲ
横浜線が横断している。
◆ 道路に関しては、県道46号（相模原茅ヶ崎線）、さがみ縦貫道路（一部建設中）が相
模線とほぼ並行しており、東名高速道路、国道246号、県道22号（横浜伊勢原線）など
が地域を横断している。

図 相模線の周辺道路

表 相模線の周辺道路の混雑時旅行速度

プログラム Ｐ9～10



主な交通関連プロジェクト
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○リニア中央新幹線
・東京都～名古屋市間が2027年、東京都～大
阪市間が2045年開業予定。
・平成２５年９月に、神奈川県駅が橋本駅付近
に設置されることが明らかになる。

○東海道新幹線新駅
・東海道新幹線と相模線の交差部である寒川
町倉見地区に新駅を設置する計画。

○小田急多摩線・相鉄いずみ野線の延伸
・運輸政策審議会答申第１８号に位置付けられ
ており、それぞれの路線の延伸について、沿線
自治体を中心に検討が進められている。

○首都圏中央連絡自動車道（さがみ縦貫道路）
・茅ヶ崎JCT～相模原ＩＣまでは、ほぼ相模線に
並行。
・現在建設中の寒川北ＩＣ～海老名ＪＣＴ、相模
原愛川ＩＣ～高尾山ＩＣ（平成26年6月開通予定）
の完成により全線開通。

図 相模線関連プロジェクト（交通関係）

プログラム Ｐ16～17



相模線の現況と課題
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◆ 相模線は全線が単線で、行違い可能駅は１８駅中１１駅（茅ヶ崎、橋本含む）と制約が
大きいことから、表定速度が朝ピーク時間帯で約３３ｋｍ/時、日中で約３５ｋｍ/時、運行
本数も朝ピーク時間帯で４本/時、日中で３本/時と、低い輸送サービス水準となっている。
◆ 利用者数は、平成１４年以降微増傾向だったが、平成２１年度は減少に転じている。
◆ 相模線の駅は、１８駅のうち１１駅が地平駅舎または駅舎がなく、バリアフリー化され
ている駅は１３駅にとどまっており、利用者が利用しにくい状況である。

相模線　年間輸送人員　（千人）
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図 相模線の路線図

出典：「平成23年版都市交通年報」（財）運輸政策研究機構

プログラム Ｐ19～25



複線化等（輸送サービス向上）の意義・必要性

◆ 相模線の現況及び課題を踏まえ、県央・湘南都市圏域においては、次の観
点から相模線の複線化等（輸送サービス向上）が必要である。

（1）地域の活動を支える主要交通軸の形成

地域住民の日常生活や沿線企業の産業活動を支えていくため、相模線の輸送サービスレベルを向
上し、バス交通などと連携を図りながら、県央・湘南都市圏の主要交通軸を形成することが必要。

6

（2）人と環境にやさしい持続可能なまちづくりの実現

駅を中心とした集約型のまちづくりを進めるとともに、公共交通への利用転換を図り、過度に自動車
に依存しない持続可能なまちづくりを実現することが重要であるため、相模線の輸送サービス改善に
よる鉄道の利便性や駅機能の向上が必要。
また、大規模災害時の代替機能としての観点から、首都圏を放射状に結ぶ鉄道と環状的に結節す
る相模線の輸送機能の向上が望まれる。

（3）広域交通ネットワークを生かした人やもの、情報が行き交う、活力あるまちづくりの実現

橋本駅付近へのリニア中央新幹線駅や倉見駅付近への東海道新幹線新駅整備が計画されるとと
もに、小田急多摩線や相鉄いずみ野線の延伸等による交通ネットワーク拡充が期待されており、活
力あるまちづくりを進めていくために、広域交通へのアクセス路線として効果を波及させ、沿線地域の
もつポテンシャルを最大限発揮させることが重要であり、相模線の抜本的輸送サービス改善が必要。

プログラム Ｐ35～37



◆ 沿線地域ならびに神奈川県の将来動向や、相模線複線化等（輸送サービス向上）の
意義・必要性を踏まえ、相模線及び相模線沿線まちづくりの将来像を定めた。

相模線及び相模線沿線まちづくりの将来像と施策の基本的方向

7

相模線及び相模線沿線まちづくりの将来像
①沿線で生活・活動するすべての人が利用しやすい鉄道
②相模線を中心とした持続可能なまちづくり
③広域的に人・もの・情報が行き交う活力あるまちづくり

◆ 相模線及び相模線沿線まちづくりの将来像実現に向けて、５つの取組みの方向性、
及びそれらに対応する６つの施策を定めた。

プログラム Ｐ38～39



施策の基本方針
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①鉄道の輸送
サービス向上

◆ ６つの施策を「相模線本体の輸送サービス改善方策」、「駅及び周辺交通改
善方策」、「地域と連携しながら取り組む利用促進方策」の３つの視点で分け、
交通改善プログラムとして整理する。

②駅アクセスの
改善

③駅施設の
バリアフリー化

④駅施設の利便
性・安全性向上

⑤駅の拠点性
向上

⑥地域との連携

【６つの施策（具体的施策例）】

・行き違い施設の整備
・全線複線化、部分複線化
・信号保安施設の改良 等

・路線バス等の接続
・駅前広場の整備・充実
・自転車駐車場の整備 等

・エレベータの設置
・スロープ等の設置 等

・自由通路整備・橋上駅舎化
・（多機能）トイレの整備
・待合環境の充実 等

・駅舎及び駅周辺の個性化
・駅周辺施設の整備 等

・沿線・地域資源の掘り起し
・沿線イベントとのタイアップ 等

（1）相模線本体
の輸送サービ
ス改善方策

（2）駅及び周辺
交通改善方策

（3）地域と連携し
ながら取り組む
利用促進方策

交
通
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム

プログラム Ｐ40



◆ 目標年次
超長期的にはリニア中央新幹線の大阪開業を見据えつつ、2015年から
2045年までの約30年間を次のとおり４区分して目標を設定した。

施策実施上の時間軸

9

プログラム Ｐ41



相模線本体の輸送サービス改善方策（柱となる主要施策）
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◆ 2027年のリニア中央新幹線の名古屋開業を見据え、第１ステップとして、駅行違い施設
整備（整備費用：約172億円）や、信号保安設備改修、分岐器改良等（整備費用：約60～
90億円）による輸送改善を目指す。
◆ その後、部分複線化を進め、2045年のリニア中央新幹線の大阪開業を見据え、最終段
階である全線複線化を目指す。

プログラム Ｐ42～43



相模線本体の輸送サービス改善方策（その他施策等）
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◆ 複線化に向けた取組みと合わせ、「ホームの延伸（６両化）」や「新駅の設置」を目指す。
◆ 早期に効果が期待される「八王子駅直通の運転本数の増加」や「始発・最終電車の繰
り上げ・繰り下げ増便」、「新型車両の導入」の実現を目指す。

プログラム Ｐ44



駅及び周辺交通改善方策（茅ヶ崎市・寒川町）

駅名 施 策

茅
ヶ
崎
市

茅ヶ崎駅 ・待合い環境の充実（中期）

北茅ヶ崎駅

・コミュニティバスの運行（短期） ・自転車駐車場の整備・充実（短期）
・駅前広場の整備・充実（短期） ・自由通路整備及び橋上駅化（短期）
・エレベータの設置（短期） ・（多機能）トイレの整備（短期）
・列車運行案内情報の充実（中期） ・待合い環境の充実（中期）
・無人駅の有人化（中期）

香川駅

・企業送迎バスの運行（短期） ・駅前広場の整備・充実（短期）
・自由通路整備及び橋上駅化（短期） ・エレベータの設置（短期）
・（多機能）トイレの整備（短期） ・アクセス道路の整備・充実（中期）
・列車運行案内情報の充実（中期） ・待合い環境の充実（中期）

寒
川
町

寒川駅
・路線バス等の駅前広場への乗入れ（短期）
・自転車駐車場の整備・充実（中期） ・列車運行案内情報の充実（中期）
・待合い環境の充実（中期）

宮山駅
・駅前広場の整備・充実（中期） ・（多機能）トイレの整備（中期）
・列車運行案内情報の充実（中期） ・待合い環境の充実（中期）
・無人駅の有人化（中期） ・自転車駐車場の整備・充実（長期）

倉見駅

・エレベータの設置（中期） ・（多機能）トイレの整備（中期）
・列車運行案内情報の充実（中期） ・待合い環境の充実（中期）
・無人駅の有人化（中期）
・路線バス等の駅前広場への乗入れ（長期）
・自転車駐車場の整備・充実（長期） ・駅前広場の整備・充実（長期）
・アクセス道路の整備・充実（長期） ・相鉄いずみ野線の延伸（超長期）

※下線付きは、平成16年交通改善プログラムで位置付けがなく、「新たな相模線交通改善プログラム」で位置付けた新規施策 12

プログラム Ｐ45～61



駅及び周辺交通改善方策（海老名市・座間市）

駅名 施 策

海
老
名
市

門沢橋駅

・自転車駐車場の整備・充実（短期） ・（多機能）トイレの整備（中期）
・列車運行案内情報の充実（中期） ・待合い環境の充実（中期）
・無人駅の有人化（中期） ・駅前広場の整備・充実（超長期）
・アクセス道路の整備・充実（超長期） ・自由通路整備及び橋上駅化（超長期）

社家駅

・自転車駐車場の整備・充実（短期） ・駅前広場の整備・充実（短期）
・エレベータの設置（中期） ・（多機能）トイレの整備（中期）
・列車運行案内情報の充実（中期） ・待合い環境の充実（中期）
・無人駅の有人化（中期）

厚木駅
・列車運行案内情報の充実（中期） ・待合い環境の充実（中期）
・自由通路整備及び橋上駅化（超長期）

海老名駅
・駅前広場の整備・充実（短期） ・自由通路整備及び橋上駅化（短期）
・待合い環境の充実（中期） ・ホームの拡幅（超長期）

座
間
市

入谷駅

・自転車駐車場の整備・充実（中期） ・駅前広場の整備・充実（中期）
・アクセス道路の整備・充実（中期） ・（多機能）トイレの整備（中期）
・列車運行案内情報の充実（中期） ・待合い環境の充実（中期）
・無人駅の有人化（中期）

13

プログラム Ｐ45～61

※下線付きは、平成16年交通改善プログラムで位置付けがなく、「新たな相模線交通改善プログラム」で位置付けた新規施策



駅及び周辺交通改善方策（相模原市）

駅名 主な施策

相
模
原
市

相武台下駅
・エレベータの設置（中期） ・（多機能）トイレの整備（中期）
・列車運行案内情報の充実（中期） ・待合い環境の充実（中期）
・無人駅の有人化（中期）

下溝駅

・路線バスの充実（中期） ・スロープ等の設置（中期）
・（多機能）トイレの整備（中期） ・列車運行案内情報の充実（中期）
・待合い環境の充実（中期） ・無人駅の有人化（中期）
・駅前広場の整備・充実（長期） ・アクセス道路の整備・充実（長期）
・自由通路整備及び橋上駅化（長期）

原当麻駅
・新しい交通システムの検討（短期） ・自転車駐車場の整備・充実（中期）
・列車運行案内情報の充実（中期） ・待合い環境の充実（中期）
・無人駅の有人化（中期）

番田駅
・自転車駐車場の整備・充実（中期） ・列車運行案内情報の充実（中期）
・待合い環境の充実（中期） ・無人駅の有人化（中期）
・駅前広場の整備・充実（長期） ・自由通路整備及び橋上駅化（長期）

上溝駅
・列車運行案内情報の充実（中期） ・待合い環境の充実（中期）
・無人駅の有人化（中期） ・小田急多摩線の延伸（長期）

南橋本駅 ・待合い環境の充実（中期）

橋本駅
・空港リムジンバスの運行（長期） ・Ｐ＆Ｒ用駐車場の整備（長期）
・駅前広場の整備・充実（長期） ・アクセス道路の整備・充実（長期）

14

プログラム Ｐ45～61

※下線付きは、平成16年交通改善プログラムで位置付けがなく、「新たな相模線交通改善プログラム」で位置付けた新規施策



◆ 各自治体において計画している駅周辺のまちづくり計画を推進していくことに
より、相模線沿線に人口を集積させていく。

駅及び周辺交通改善方策（駅周辺に関する改善策）

15※青丸範囲は相模線駅勢圏（半径2km）

1 茅ヶ崎市 萩園 香川駅 萩園字上ノ前地区まちづくり整備 長期

2 茅ヶ崎市 香川 香川駅 香川駅周辺まちづくり整備計画 中期

3 寒川町 田端 寒川駅 田端西地区まちづくり事業 中期

4 寒川町 一之宮 寒川駅 寒川駅南口整備事業 長期

5 寒川町 岡田 寒川駅 寒川駅北口地区土地区画整理事業 短期

6 寒川町 倉見 倉見駅 ツインシティ倉見地区整備事業 長期

7 平塚市 大神 倉見駅 ツインシティ大神地区整備事業 長期

8 海老名市 本郷・門沢橋地区 門沢橋駅 本郷・門沢橋地区整備事業 不明

9 海老名市 運動公園周辺地区 社家駅 運動公園周辺整備事業 不明

10海老名市 厚木駅周辺 厚木駅 厚木駅周辺市街地再開発事業 長期

11海老名市
上郷
(海老名駅西口地区)

海老名駅 海老名駅西口土地区画整理事業 短期

12海老名市
上郷
（海老名駅駅間地区）

海老名駅 （民間による開発行為） 不明

13 座間市 入谷2丁目 入谷駅 入谷駅東口地区土地区画整理事業 超長期

14相模原市 南区当麻地区 原当麻駅 当麻地区土地区画整理事業 中期

15相模原市 南区麻溝台・新磯野ほか 原当麻駅 麻溝台・新磯野土地区画整理事業 長期

16相模原市 中央区小山地区 南橋本駅 広域交流拠点基本計画（相模原駅周辺） 長期

17相模原市 緑区橋本2丁目 橋本駅 広域交流拠点基本計画（橋本駅周辺） 長期

事業名 目標NO 市町名 町丁目名 駅勢圏

出典：神奈川県、沿線各市町資料

表 駅周辺のまちづくり

プログラム Ｐ50～51



◆ 観光等を目的とした定期外利用層と、通勤通学を目的とした定期利用層に
分けて施策を実施する。

地域と連携しながら取り組む利用促進方策

種別 施策

定
期
外
利
用
層

○沿線の地域資源の掘り起こし

○駅舎及び駅周辺の個性化

○統一コンセプト、イメージ戦略

○イベント列車の運行

○利用促進イベント

○インターネットによる情報発信

○沿線観光パンフレットの作成

○情報発信スペースの設置

○マイレール意識の醸成 等

定
期
利
用
層

○沿線企業に対する利用促進奨励

○モビリティマネジメントの実施

○コミュニティバスや共同通勤バスの

導入検討 等

イメージ戦略例

情報発信スペース例

職場までの道のりマップ例

16

プログラム Ｐ62～64



期待される整備効果

※沿線の開発計画は開業年次が明らかなもののみ、開発進捗率を考慮して試算
※輸送サービス向上による需要増分は発生（居住）側需要のみ反映
※駅周辺交通改善策や利用促進策等に伴う需要増は見込んでいない

図 平成３９年需要推計

17

図 平成５７年需要推計

※趨勢分の人口はH39年から一定、沿線の開発計画は進捗率100％として試算
※輸送サービス向上による需要増分は発生（居住）・集中（従業）側ともに反映
※駅周辺交通改善策や利用促進策等に伴う需要増は見込んでいない

◆ 平成39年では、人口減少の影響により、基本需要は、現況に対して2.9％減少すると
見込まれるが、相模線の輸送サービスが向上された場合、現況に対し2.9％の増加にな
ると見込まれる。
◆ 平成57年では、基本需要は、他路線整備効果等（リニア大阪開業＋東海道新幹線新
駅）で、現況に対して12.2％増となり、相模線の輸送サービスが向上された場合、23.2％
の利用者増が期待される。

プログラム Ｐ69～71



施策効果等による相模線需要の試算
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◆ 「駅及び周辺交通改善方策」実施による効果、高齢社会の進展による需要の増加など、行政の
取組み・努力によっては利用者増につながる可能性がある。
◆ 「①駅アクセス改善策実施ケース」、「②利用促進方策実施による輸送サービス改善最大発揮ケ
ース」、「③ロボット特区による雇用創出ケース」、「④高齢者の鉄道利用率向上ケース」について試
算を行ったところ、全線複線化が実現した場合、平成39年時点では基本需要推計結果（P17）より
約1.1万人／日の需要増、平成57年時点では約1.9万人／日の需要増となる。
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全線複線化した場合

プログラム Ｐ72～73

①３,５００

②１０,２００

③３９０

④１,１００

①３,５００

②１９,５００

③３９０

④３,６００



期待される整備効果（利用者効果）
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プログラム Ｐ74～75

（1） 所要時間短縮効果
・相模線の輸送サービス向上により、相模線利用者の乗車時間の短縮・待ち時間（他路線との乗り継
ぎ含む）の短縮が期待される。

（2） 移動費用節減
・交通改善プログラムの実施により、他の交通手段や他路線から相模線に転換することで、移動費用
の節減が期待される。

（3） 混雑緩和効果
・交通改善プログラムの実施により、相模線の輸送力が増強され、ピーク時混雑率が低下することが
期待される。

（4） 乗降環境改善
・駅施設のバリアフリー化や待ち環境の充実等により、鉄道利用に対する抵抗感の軽減が期待され
る。



◆ 複線化等（輸送サービス向上）の意義・必要性の観点に応じて、社会全体へ
の効果が期待される。

期待される整備効果（社会全体への効果①）
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（1）地域の活動を支える主要交通軸の形成
・ 相模線が全線複線化した場合の所要時間短縮により、茅ヶ崎駅・海老名駅・橋本駅への時間圏域
人口（夜間人口・従業人口）が約14～17万人増加すると見込まれる。
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※現況の人口を基に推計（人口の経年変
化は考慮せず）

図 地域拠点へのアクセス性向上効果

プログラム Ｐ76～77



期待される整備効果（社会全体への効果②）
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（2）人と環境にやさしい持続可能なまちづくりの実現
・自動車利用から鉄道利用への転換により、道路渋滞の減少及び環境負荷の軽減が期待される。
・駅の拠点性が高まることにより、賑わいの創出・地域の活性化が期待される。
・災害等において、他路線の輸送障害時の代替機能として期待される。

（3）広域交通ネットワークを生かした人やもの、情報が行き交う、活力あるまちづくりの実現
・相模線が全線複線化した場合の所要時間短縮により、広域交通拠点となる橋本駅への30分圏域
人口（夜間人口・従業人口）が約16万人、倉見駅の30分圏域人口（夜間人口・従業人口）が約23万
人増加することが期待される。
・相模線沿線の夜間人口が増加するとともに、企業の立地促進（従業人口増加）が期待される。
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図 広域交通拠点へのアクセス性向上効果
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プログラム Ｐ78～79



計画の推進に向けて
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◆ 「相模線本体の輸送サービス改善方策」は、鉄道事業者に対し、理解と協力を求める
ともに、同盟会構成団体においても、さらなる調査の深度化を図り、整備構想の具体化
に向け、積極的に取り組んでいく。
◆ 「相模線本体の輸送サービス改善方策」は、他の２つの視点の改善方策と連携し、段
階的整備により、効果を確認しながら進めていくため、方策毎の役割分担に基づき、進
捗管理を行いながら、計画を進めていく。

プログラム Ｐ81～84


